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(57)【要約】
【課題】筆記性、消字性、及び防眩性を兼ね備え、かつ
、フッ素樹脂の使用量を減らして、経済的に作製するこ
とができ、また、接着剤を使用したラミネート作業を少
なくして、作業性よく製造することができる、スクリー
ンボード用積層フィルムを提供する。
【解決手段】金属表面に被覆してスクリーンボードとす
るための金属被覆用積層フィルムにおいて、基材樹脂層
、エンボス付与可能層、変性ポリエステル系エラストマ
ーからなる接着性重合体組成物層、エチレン-ビニルア
ルコール共重合体樹脂からなる層、及び、接着性フッ素
樹脂からなる層をこの順に積層する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属表面に被覆してスクリーンボードとするための金属被覆用積層フィルムであって、
基材樹脂層、
エンボス付与可能層、
ポリアルキレンエーテルグリコールセグメントの含有率が５８～７３重量％である飽和ポ
リエステル系熱可塑性エラストマーを、ラジカル発生剤の存在下、不飽和カルボン酸又は
その誘導体により変性処理して得られる、変性ポリエステル系エラストマーからなる接着
性重合体組成物層、
エチレン-ビニルアルコール共重合体樹脂からなる層、及び、
接着性フッ素樹脂からなる層、
をこの順に積層した、スクリーンボード用積層フィルム。
【請求項２】
　金属表面に被覆してスクリーンボードとするための金属被覆用積層フィルムであって、
基材樹脂層、
エンボス付与可能層、
エンボス加工温度で弾性率が１０７Ｐａ以下、鋼板積層時のフィルム温度での弾性率が１
０８Ｐａ以上である樹脂からなる層、
ポリアルキレンエーテルグリコールセグメントの含有率が５８～７３重量％である飽和ポ
リエステル系熱可塑性エラストマーを、ラジカル発生剤の存在下、不飽和カルボン酸又は
その誘導体により変性処理して得られる、変性ポリエステル系エラストマーからなる接着
性重合体組成物層、
エチレン-ビニルアルコール共重合体樹脂からなる層、及び、
接着性フッ素樹脂からなる層、
をこの順に積層した、スクリーンボード用積層フィルム。
【請求項３】
　前記エンボス加工温度で弾性率が１０７Ｐａ以下、鋼板積層時のフィルム温度での弾性
率が１０８Ｐａ以上である樹脂は、ポリカーボネート樹脂である請求項２に記載のスクリ
ーンボード用積層フィルム。
【請求項４】
　前記接着性フッ素樹脂からなる層における前記エチレン-ビニルアルコール共重合体樹
脂からなる層が積層された面とは反対の面に、さらにフッ素樹脂からなる層が積層されて
いる、請求項１～３のいずれかに記載のスクリーンボード用積層フィルム。
【請求項５】
　前記エンボス付与可能層が、示差走査熱量計（ＤＳＣ）による測定において、昇温時に
明確な結晶融解ピークが観測されない実質的に非晶性のポリエステル系樹脂を、前記エン
ボス付与可能層全体の質量を１００質量％として、５０質量％以上含む層である、請求項
１～４のいずれかに記載のスクリーンボード用積層フィルム。
【請求項６】
　前記基材樹脂層が、示差走査熱量計（ＤＳＣ）による測定において、昇温時に明確な結
晶融解ピークが観測される、実質的に結晶性のポリエステル系樹脂を、前記基材樹脂層全
体の質量を１００質量％として、５０質量％以上含む層であり、この実質的に結晶性のポ
リエステル系樹脂の結晶融解ピーク温度（Ｔｍ）とガラス転移温度（Ｔｇ）との関係が、
Ｔｍ（℃）＞（Ｔｇ＋３０）（℃）である、請求項１～５のいずれかに記載のスクリーン
ボード用積層フィルム。
【請求項７】
　前記エンボス付与可能層の製膜時における、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー
（ＧＰＣ）によるスチレン換算の重量平均分子量が、６５０００～１４００００の範囲に
ある、請求項１～６のいずれかに記載のスクリーンボード用積層フィルム。
【請求項８】
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　前記エンボス付与可能層が、結晶性のポリブチレンテレフタレート系樹脂を含み、示差
走査熱量計（ＤＳＣ）による昇温時に明確な結晶融解ピーク温度（Ｔｍ）を示し、その結
晶融解熱量（△Ｈｍ（Ｊ／ｇ））が１０～６０である、請求項１～７のいずれかに記載の
スクリーンボード用積層フィルム。
【請求項９】
　前記接着性フッ素樹脂がカーボネート基を含有する、請求項１～８のいずれかに記載の
スクリーンボード用積層フィルム。
【請求項１０】
　前記接着性フッ素樹脂がマレイン酸基を含有する、請求項１～９のいずれかに記載のス
クリーンボード用積層フィルム。
【請求項１１】
　前記変性ポリエステル系エラストマーからなる接着性重合体組成物層、前記エチレン-
ビニルアルコール共重合体樹脂からなる層、及び前記接着性フッ素樹脂からなる層の各層
の合計厚みが１０μｍ以下である、請求項１～１０のいずれかに記載のスクリーンボード
用積層フィルム。
【請求項１２】
　共押出により積層フィルムとされ、接着性フッ素樹脂からなる層側あるいはフッ素樹脂
からなる層側に、エンボスロールによって凹凸を形成した、請求項１～１１のいずれかに
記載のスクリーンボード用積層フィルム。
【請求項１３】
　エンボスロールによって凹凸を形成された表面の粗さが、
Ｒａ（中心線平均粗さ）：０．７～５μｍ、
Ｒｍａｘ（最大高さ）　：４～４０μｍ、
Ｒｚ（十点平均粗さ）　：３～３０μｍ、
Ｒｐ（平均深さ）　　　：１．５～２０μｍ、
Ｐｃ（山数）　　　　　：７～５０／８ｍｍ
であり、光沢度が５０以下である、請求項１２に記載のスクリーンボード用積層フィルム
。
【請求項１４】
　請求項１～１３のいずれかに記載のスクリーンボード用積層フィルム、及び、この積層
フィルムにおける基材樹脂層側を貼り付けた金属板からなる、スクリーンボード用積層フ
ィルム被覆金属板。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のスクリーンボード用積層フィルム被覆金属板を備えた、スクリーン
ボード。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マーカーボードとしての機能と、ＯＨＰ用等のスクリーンとしての機能を併
せ持ったスクリーンボード用積層フィルム被覆金属板、及びこれに用いるスクリーンボー
ド用積層フィルムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のスクリーンボードとしては、白色基材の表面にフッ素フィルムをラミネートした
ものがある。このスクリーンボードにおいては、フッ素フィルムの表面に専用のマーカー
で筆記し、そして、この筆記したものを消去することができる構成となっている。
【０００３】
　また、ＯＨＰ等のスクリーン用として使用するためには、防眩性を有することが必要と
される。この防眩性を付与するためには、表面のフッ素フィルムに凹凸を付与する必要が
ある。凹凸を付与する方法として、フッ素フィルムにシリカ粒子等を含有させたり、フィ
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ルム成形直後にエンボスロールによりフィルムの表面に凹凸形状を形成したりする方法が
行われていた。
【０００４】
　特許文献１には、フッ素フィルムと白色基材とが貼り合わせられたラミネートフィルム
のフッ素フィルムの表面に、エンボス版のエンボス面を押し付けることによってエンボス
を転写するホワイトボード用シートの製造方法が記載されている。
【特許文献１】特開平１１－２５４８８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　スクリーンボードに防眩性を付与するために、フッ素フィルムの表面に付与した凹凸は
、高さや、ピッチが一定である必要がある。これらが一定でないと、凹凸のピッチが狭い
部分等においてインキの目詰まりが生じてしまい、筆記した文字等がきれいにふき取りに
くいという消字性の問題が生じる。
【０００６】
　しかし、上記した凹凸の付与方法のうち、シリカ粒子等を含有させる場合は、粒子の位
置によって、凹凸が決まるため、凹凸の位置を一定に調整することは困難であり、凹凸の
高さやピッチを一定にすることはできなかった。また、フィルム成形直後にエンボスロー
ルによりフィルムの表面に凹凸形状を形成する場合は、フィルム成形後の急激な温度差に
よってフッ素フィルムが収縮してしまうことから、凹凸の高さやピッチを一定にすること
はできなかった。
【０００７】
　また、凹凸のピッチを広げる等によって、インキの目詰まりを防ぐことができるが、こ
の場合は、防眩処理が不十分となり、フッ素フィルムの表面に防眩性を付与することがで
きなかった。また、フッ素フィルムの表面に凹凸を形成しない場合は、マーカーのインキ
をはじいてしまい、フッ素フィルムの表面に筆記することができない。よって、ある程度
の凹凸は、筆記性の点からも要求されている。
【０００８】
　特許文献１に記載の製造方法は、上記の問題点を解決することを目的とするものである
。しかし、特許文献１に記載の製造方法においては、フッ素フィルムと白色基材とを、接
着剤を用いて貼り合わせているため、フィルムを張り合わせる際の作業性の観点から、フ
ィルムにある程度のコシが必要とされ、フッ素フィルムがある程度の膜厚を有している必
要がある。
【０００９】
　ここで、フッ素樹脂は、一般に高価であるので、フッ素フィルムをできるだけ薄くして
、フッ素樹脂の使用量を減らすことが要求されている。しかし、特許文献１に記載の方法
では、上記理由のために、フッ素樹脂の使用量を減らし、経済的にスクリーンボードを製
造することができないという問題があった。また、フィルムを貼り合せる工程があるので
、作業性が悪いという問題があった。
【００１０】
　そこで、本発明は、筆記性、消字性、及び防眩性を兼ね備え、かつ、フッ素樹脂の使用
量を減らして、経済的に作製することができ、また、接着剤を使用したラミネート作業を
少なくして、作業性よく製造することができ、層間接着性に優れた構成のスクリーンボー
ド用積層フィルム、及びスクリーンボード用積層フィルム被覆金属板を提供することを課
題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　以下、本発明について説明する。なお、本発明の理解を容易にするために添付図面の参
照符号を括弧書きにて付記するが、それにより本発明が図示の形態に限定されるものでは
ない。
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【００１２】
　第一の本発明は、金属表面に被覆してスクリーンボードとするための金属被覆用積層フ
ィルムであって、基材樹脂層（１０）、エンボス付与可能層（２０）、ポリアルキレンエ
ーテルグリコールセグメントの含有率が５８～７３重量％である飽和ポリエステル系熱可
塑性エラストマーを、ラジカル発生剤の存在下、不飽和カルボン酸又はその誘導体により
変性処理して得られる、変性ポリエステル系エラストマーからなる接着性重合体組成物層
（３０）、エチレン-ビニルアルコール共重合体樹脂からなる層（４０）、及び、接着性
フッ素樹脂からなる層（５０）をこの順に積層した、スクリーンボード用積層フィルム（
１００）である。
【００１３】
　第二の本発明は、金属表面に被覆してスクリーンボードとするための金属被覆用積層フ
ィルムであって、基材樹脂層（１１）、エンボス付与可能層（２１）、エンボス加工温度
で弾性率が１０７Ｐａ以下、鋼板積層時のフィルム温度での弾性率が１０８Ｐａ以上であ
る樹脂からなる層（２５）、ポリアルキレンエーテルグリコールセグメントの含有率が５
８～７３重量％である飽和ポリエステル系熱可塑性エラストマーを、ラジカル発生剤の存
在下、不飽和カルボン酸又はその誘導体により変性処理して得られる、変性ポリエステル
系エラストマーからなる接着性重合体組成物層（３１）、エチレン-ビニルアルコール共
重合体樹脂からなる層（４１）、及び、接着性フッ素樹脂からなる層（５１）をこの順に
積層した、スクリーンボード用積層フィルム（１０１）である。
【００１４】
　上記第二の本発明において、エンボス加工温度で弾性率が１０７Ｐａ以下、鋼板積層時
のフィルム温度での弾性率が１０８Ｐａ以上である樹脂は、ポリカーボネート樹脂である
ことが望ましい。
【００１５】
　上記のスクリーンボード用積層フィルム（１００、１０１）において、接着性フッ素樹
脂からなる層（５０、５１）におけるエチレン-ビニルアルコール共重合体樹脂からなる
層（４０、４１）が積層された面とは反対の面に、さらにフッ素樹脂からなる層（６０、
６１）が積層されていてもよい。
【００１６】
　上記のスクリーンボード用積層フィルム（１００、１０１）において、エンボス付与可
能層（２０、２１）は、示差走査熱量計（ＤＳＣ）による測定において、昇温時に明確な
結晶融解ピークが観測されない実質的に非晶性のポリエステル系樹脂を、前記エンボス付
与可能層全体の質量を１００質量％として、５０質量％以上含む層であることが好ましい
。
【００１７】
　上記のスクリーンボード用積層フィルム（１００、１０１）において、基材樹脂層（１
０、１１）は、示差走査熱量計（ＤＳＣ）による測定において、昇温時に明確な結晶融解
ピークが観測される、実質的に結晶性のポリエステル系樹脂を、前記基材樹脂層全体の質
量を１００質量％として、５０質量％以上含む層であり、この実質的に結晶性のポリエス
テル系樹脂の結晶融解ピーク温度（Ｔｍ）とガラス転移温度（Ｔｇ）との関係が、Ｔｍ（
℃）＞（Ｔｇ＋３０）（℃）であることが好ましい。
【００１８】
　上記のスクリーンボード用積層フィルム（１００、１０１）において、エンボス付与可
能層（２０、２１）の製膜時における、ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰ
Ｃ）によるスチレン換算の重量平均分子量は、６５０００～１４００００の範囲にあるこ
とが好ましい。
【００１９】
　上記のスクリーンボード用積層フィルム（１００、１０１）において、エンボス付与可
能層（２０、２１）は、結晶性のポリブチレンテレフタレート系樹脂を含み、示差走査熱
量計（ＤＳＣ）による昇温時に明確な結晶融解ピーク温度（Ｔｍ）を示し、その結晶融解
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熱量（△Ｈｍ（Ｊ／ｇ））が１０～６０であることが好ましい。
【００２０】
　上記のスクリーンボード用積層フィルム（１００、１０１）において、接着性フッ素樹
脂は、カーボネート基及び／又はマレイン酸基を含有するものであることが好ましい。
【００２１】
　上記のスクリーンボード用積層フィルム（１００、１０１）において、変性ポリエステ
ル系エラストマーからなる接着性重合体組成物層（３０、３１）、エチレン-ビニルアル
コール共重合体樹脂からなる層（４０、４１）、及び接着性フッ素樹脂からなる層（５０
、５１）の各層の合計厚みは１０μｍ以下であることが好ましい。
【００２２】
　上記のスクリーンボード用積層フィルム（１００、１０１）において、各層が共押出に
より積層フィルムとされていることが好ましく、接着性フッ素樹脂からなる層（５０、５
１）側あるいはフッ素樹脂からなる層（６０、６１）側に、エンボスロールによって凹凸
が形成されていることが好ましい。
【００２３】
　エンボスロールによって凹凸を形成された表面の粗さは、Ｒａ（中心線平均粗さ）が０
．７μｍ以上５μｍ以下、Ｒｍａｘ（最大高さ）が４μｍ以上４０μｍ以下、Ｒｚ（十点
平均粗さ）が３μｍ以上３０μｍ以下、Ｒｐ（平均深さ）が１．５μｍ以上２０μｍ以下
、Ｐｃ（山数）が７以上５０以下／８ｍｍであり、光沢度が５０以下であることが好まし
い。
【００２４】
　ここに、「光沢度」とは、ＪＩＳ　Ｋ７１０５により測定された光沢度をいう。
【００２５】
　第三の本発明は、上記のスクリーンボード用積層フィルム（１００、１０１）、及び、
この積層フィルムにおける基材樹脂層（１０、１１）側を貼り付けた金属板（９０、９１
）からなる、スクリーンボード用積層フィルム被覆金属板（２００、２０１）である。
【００２６】
　第四の本発明は、上記のスクリーンボード用積層フィルム被覆金属板（２００、２０１
）を備えたスクリーンボードである。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明のスクリーンボード用積層フィルムは、筆記性、消字性、及び防眩性を兼ね備え
、かつ、フッ素樹脂の使用量を減らして、経済的に作製することができ、また、本発明の
スクリーンボード用積層フィルム被覆金属板は、接着剤を使用したラミネート作業を少な
くして、作業性よく製造することができる。さらに、本発明のスクリーンボード用積層フ
ィルムによれば、加工時に問題となるエンボス戻りの発生を抑制することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２８】
　以下本発明を図面に示す実施形態に基づき説明する。
【００２９】
　１．スクリーンボード用積層フィルム
  図１（ａ）、及び図２（ａ）に、第一の本発明にかかるスクリーンボード用積層フィル
ム１００の層構成を模式的に示した。図１（ａ）において示したスクリーンボード用積層
フィルム１００Ａは、基材樹脂層１０、エンボス付与可能層２０、変性ポリエステル系エ
ラストマーからなる接着性重合体組成物層３０、エチレン-ビニルアルコール共重合体樹
脂からなる層４０、及び接着性フッ素樹脂からなる層５０がこの順で積層された構成を有
している。また、図２（ａ）に示したように、第一の本発明にかかる他の形態のスクリー
ンボード用積層フィルム１００Ｂでは、接着性フッ素樹脂からなる層５０におけるエチレ
ン-ビニルアルコール共重合体樹脂からなる層４０が積層された面とは反対の面に、さら
にフッ素樹脂からなる層６０が積層されている。
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【００３０】
　図１（ｂ）及び図２（ｂ）には、第二の本発明にかかるスクリーンボード用積層フィル
ム１０１の層構成を模式的に示している。図１（ｂ）において示したスクリーンボード用
積層フィルム１０１Ａは、基材樹脂層１１、エンボス付与可能層２１、エンボス加工温度
で弾性率が１０７Ｐａ以下、鋼板積層時のフィルム温度での弾性率が１０８Ｐａ以上であ
る樹脂からなる層（以下において、「エンボス戻り防止層２５」という。）、変性ポリエ
ステル系エラストマーからなる接着性重合体組成物層３１、エチレン-ビニルアルコール
共重合体樹脂からなる層４１、及び接着性フッ素樹脂からなる層５１がこの順で積層され
た構成を有している。また、図２（ｂ）に示したように、第二の本発明にかかる他の形態
のスクリーンボード用積層フィルム１０１Ｂでは、接着性フッ素樹脂からなる層５１にお
けるエチレン-ビニルアルコール共重合体樹脂からなる層４１が積層された面とは反対の
面に、さらにフッ素樹脂からなる層６１が積層されている。
【００３１】
　以下にこれら、第一及び第二の本発明にかかる各形態のスクリーンボード用積層フィル
ム１００又は１０１を構成する各層について詳述する。なお、以下において、一の語句に
ついて、カッコなしの参照符号と、カッコつきの参照符号とを併記する場合があるが、こ
の場合において、カッコ内の参照符号は第二の本発明にかかるものであることを、その前
に記載したカッコなしの参照符号は第一の本発明にかかるものであることを意味する。
【００３２】
　１．１．基材樹脂層
  基材樹脂層１０（１１）は、ポリエステル系樹脂を主成分として含む無延伸層である。
ここで、「無延伸」とは、意図して延伸操作を付与しないことを意味し、例えば、押出し
製膜時にキャスティングロールによる引取りで発生する配向等が存在しないことまでを意
味するものではない。また、「主成分として」とは、そのものを含む層全体を基準（１０
０質量％）として、そのものを５０質量％以上、好ましくは７０質量％以上、より好まし
くは９０質量％以上含むことをいう（以下、本明細書において同様である。）。この基材
樹脂層１０は、積層フィルム１００にコシを与え、また、金属板９０と接着するという役
割を有する。
【００３３】
　ポリエステル系樹脂としては、特に限定されず、各種のものを用いることができる。代
表的なものとして、エチレングリコールや、プロピレングリコール、ブタンジオール、シ
クロヘキサンジメタノール等から選ばれる一又は複数のアルコール成分、テレフタル酸、
イソフタル酸、アジピン酸等から選ばれる一又は複数の酸成分、からなる重合体、あるい
はこれらの重合体のブレンドを用いることができる。
【００３４】
　基材樹脂層１０（１１）は、示差走査熱量計（ＤＳＣ）による測定において、昇温時に
明確な結晶融解ピークが観測される、実質的に結晶性のポリエステル系樹脂を、基材樹脂
層１０、１１全体の質量を１００質量％として、好ましくは５０質量％以上、より好まし
くは　５０質量％以上、８０重量％以下含む層である。また、実質的に結晶性のポリエス
テル系樹脂の結晶融解ピーク温度（Ｔｍ）とガラス転移温度（Ｔｇ）との関係は、Ｔｍ（
℃）＞（Ｔｇ＋３０）（℃）であることが好ましい。基材樹脂層１０をこのような層とす
ることによって、エンボスを付与するために、本発明のスクリーンボード用積層フィルム
１００（１０１）を加熱してエンボスロールに通した際に、基材樹脂層１０（１１）と金
属ロールとが粘着性を示さず、エンボス付与工程をスムーズに行うことができる。
【００３５】
　このような実質的に結晶性のポリエステル系樹脂としては、結晶性のポリブチレンテレ
フタレート系樹脂（以下、「ＰＢＴ」と省略することがある。）を用いることができる。
結晶性のポリブチレンテレフタレート系樹脂としては、酸成分としてテレフタル酸、アル
コール成分として１、４－ブタンジオールのみを用いた、いわゆるホモ・ポリブチレンテ
レフタレートを、好適に用いることができる。また、金属板９０（９１）とのラミネート
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時において、金属板９０（９１）の表面温度を下げて接着することができるものとするた
め、酸成分の一部をイソフタル酸で置換したポリブチレンテレフタレートを用いることも
できる。
【００３６】
　１．２．エンボス付与可能層
  エンボス付与可能層２０（２１）は、ポリエステル系樹脂を主成分として含む無延伸層
である。なお、ポリエステル系樹脂を主成分として含む無延伸層とは、上記の基材樹脂層
１０（１１）におけるものと同様である。
【００３７】
　エンボス付与可能層２０（２１）は、示差走査熱量計（ＤＳＣ）による測定において、
昇温時に明確な結晶融解ピークが観測されない実質的に非晶性のポリエステル系樹脂を、
前記エンボス付与可能層２０（２１）全体の質量を１００質量％として、好ましくは５０
質量％以上であることが好ましい。　
【００３８】
　実質的に非晶性のポリエステル系樹脂としては、非晶性あるいは低結晶性のポリエステ
ル系樹脂を使用することができる。具体的には、原料の安定供給性や生産量が多いことか
ら低コスト化が図られているイ－ストマンケミカル社の「イースター・６７６３」や、そ
れに類する樹脂を用いることが好ましい。ただし、これに限定されるものではなく、ネオ
ペンチルグリコール共重合ＰＥＴで結晶性を示さないものや、特殊な冷却条件では融点を
示すものの、一般的には非結晶性樹脂として取り扱うことが可能なイ－ストマンケミカル
社の「ＰＣＴＧ・５４４５」等を用いてもよい。
【００３９】
　エンボス付与可能層２０（２１）を形成するポリエステル系樹脂の、製膜時における、
ゲルパーミエーションクロマトグラフィー（ＧＰＣ）によるスチレン換算の重量平均分子
量は、６５０００～１４００００の範囲にあることが好ましく、７５０００～１２０００
０の範囲にあることがさらに好ましい。
【００４０】
　分子量が低すぎる場合は、積層フィルム被覆金属板の耐久性が劣ったものとなってしま
う。また、分子量が高すぎる場合は、シートに製膜した時点では耐久性向上効果は飽和す
るのみでなく、製膜時の所要エネルギーが多くなる。
【００４１】
　上記のエンボス付与可能層２０（２１）は、結晶性のポリブチレンテレフタレート系樹
脂を含み、示差走査熱量測定により、ＪＩＳ　Ｋ７１２１に準じて、加熱温度１０℃／分
で測定した一次昇温時に明確な結晶融解に起因する吸熱ピークを示し、その結晶融解熱量
（ΔＨｍ（Ｊ／ｇ））は、１０～６０であることが好ましい。
【００４２】
　示差走査熱量測定は、具体的には、パーキンエルマー社製ＤＳＣ－７を用いて、試料１
０ｍｇをＪＩＳ　Ｋ７１２１「プラスチックの転移温度測定方法・融解温度の求め方」に
準じて、加熱速度１０℃／分で測定して、一次昇温時の結晶融解熱量を求める。
【００４３】
　ここで、結晶融解に起因する吸熱ピークが、「明確」であるとは、このピークが１０Ｊ
／ｇ以上の結晶融解に起因するピークであることをいう。
【００４４】
１．３．変性ポリエステル系エラストマーからなる接着性重合体組成物層
  変性ポリエステル系エラストマーからなる接着性重合体組成物層３０（３１）とは、ポ
リアルキレンエーテルグリコールセグメントの含有率が５８～７３重量％である飽和ポリ
エステル系熱可塑性エラストマーを、ラジカル発生剤の存在下、不飽和カルボン酸又はそ
の誘導体により変性処理して得られる接着性重合体組成物を主成分として含む層をいう。
このような接着性重合体組成物を用いることにより、従来は困難であった、ポリエステル
樹脂と、ポリアミド樹脂、エチレンビニルアルコール共重合体樹脂等とを強固かつ安定的
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に接着することができる。ここで「変性」とは、ポリアルキレンエーテルグリコールセグ
メントを含有する飽和ポリエステル系熱可塑性エラストマーの不飽和カルボン酸又はその
誘導体によるグラフト変性、末端変性及びエステル交換反応による変性、分解反応による
変性等をいう。具体的に、不飽和カルボン酸又はその誘導体が結合している部位としては
、末端官能基やアルキル鎖部分が考えられ、特に末端カルボン酸、末端水酸基及びポリア
ルキレンエーテルグリコールセグメントのエーテル結合に対してα位やβ位の炭素が挙げ
られる。特に、ポリアルキレンエーテルグリコールセグメントのエーテル結合に対してα
位に多く結合しているものと推定される。
【００４５】
　本発明の接着性重合体組成物は、ＪＩＳ－Ｄ硬度（ＪＩＳ Ｋ ６２５３に従い、デュロ
メータ タイプＤによる硬度）が１０以上８０以下、好ましくは１５以上７０以下、特に
好ましくは２０以上６０以下の範囲のものが好適である。ＪＩＳ－Ｄ硬度が、上記の範囲
内では、耐熱性・ゴム弾性・接着性が良好になる傾向となる。さらに、該接着性重合体組
成物のＭＦＲ（ＪＩＳ Ｋ７２１０準拠、２３０℃、２．１６ｋｇ）は、４０～３００（
ｇ／１０分）、好ましくは４２～１５０（ｇ／１０分）、さらに好ましくは、４５～１０
０（ｇ／１０分）である。
【００４６】
　上記変性ポリエステル系エラストマーの赤外吸収スペクトル法による変性量は、
Ａ1786／（Ａｓｔ×ｒ）
［但し、Ａ1786は、変性ポリエステル系エラストマーの厚さ２０μｍのフィルムについて
測定された、１７８６ｃｍ-1のピーク強度であり、Ａｓｔは、標準試料（ポリアルキレン
エーテルグリコールセグメントの含有量が６５重量％である飽和ポリエステル系エラスト
マー）の厚さ２０μｍのフィルムについて測定された、規準波数のピーク強度であり、ｒ
は、変性ポリエステル系エラストマー中のポリエステルセグメントのモル分率を、上記標
準試料中のポリエステルセグメントのモル分率で除した値である。］
なる式から求められた値で０．０１～１５であることが望ましく、好ましくは、０．０３
～２．５であり、より好ましくは、０．１～２．０であり、特に好ましくは、０．２～１
．８である。変性ポリエステル系エラストマーの赤外吸収スペクトル法による変性量の値
を求める方法は、次の通りである。すなわち、厚さ２０μｍのフィルム状の試料を１００
℃で１５時間減圧乾燥し未反応物を除去し、赤外吸収スペクトルを測定する。得られたス
ペクトラムから、１７８６ｃｍ-1に現れる酸無水物由来のカルボニル基の伸縮振動による
吸収ピーク（１７５０～１８２０ｃｍ-1の範囲にある該吸収帯の両側の山裾を結んだ接線
をベースラインとする）のピーク高さを算出して「ピーク強度Ａ1786」とする。一方、標
準試料（ポリアルキレンエーテルグリコールセグメントの含有量が６５重量％である飽和
ポリエステル系エラストマー）の厚さ２０μｍのフィルムについて、同様に赤外線吸収ス
ペクトルを測定する。得られたスペクトラムから、規準波数のピーク、例えばベンゼン環
を含む芳香族ポリエステル系エラストマーの場合は、８７２ｃｍ-1に現れるベンゼン環の
Ｃ－Ｈの面外変角による吸収ピーク（８５０～９００ｃｍ-1の範囲にある該吸収帯の両側
の山裾を結んだ接線をベースラインとする）のピーク高さを算出して「ピーク強度Ａｓｔ
」とする。なお、この規準波数のピークについては、変性による影響を受けず、かつ、そ
の近傍に重なり合うような吸収ピークのないものから選択すればよい。これら両ピーク強
度から、前記式に従って赤外吸収スペクトル法による変性量を算出する。その際、ｒとし
ては、変性量を求める変性ポリエステル系エラストマー中のポリエステルセグメントのモ
ル分率を、上記標準試料中のポリエステルセグメントのモル分率で除した値を使用する。
また、各試料のポリエステルセグメントのモル分率ｍｒは、ポリエステルセグメント及び
ポリアルキレンエーテルグリコールセグメントの重量分率（ｗ1 及びｗ2 ）と両セグメン
トを構成する単量体単位の分子量（ｅ1 及びｅ2 ）とから、次式によって求める。
ｍｒ＝（ｗ1 ／ｅ1 ）／［（ｗ1 ／ｅ1 ）＋（ｗ2 ／ｅ2 ）］
【００４７】
　１．３．１．成分（Ａ）：飽和ポリエステル系熱可塑性エラストマー
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　飽和ポリエステル系熱可塑性エラストマーは、ポリアルキレンエーテルグリコールセグ
メントを含有するソフトセグメントと芳香族ポリエステルを含有するハードセグメントと
からなる、ブロック共重合体である。ソフトセグメントは、ポリアルキレンエーテルグリ
コールセグメント又はこれを含有するセグメントであることが、接着性重合体組成物の物
性、特に、接着性の発現上重要である。
  また、飽和ポリエステル系熱可塑性エラストマー中のポリアルキレンエーテルグリコー
ルセグメントの含有量は、該ポリエステル系エラストマー中の５８～７３重量％であるこ
とが必要であり、好ましくは６０～７０重量％である。
【００４８】
　上記ソフトセグメントを構成するポリアルキレンエーテルグリコールとしては、例えば
、ポリエチレングリコール、ポリ（１，２及び１，３－プロピレンエーテル）グリコール
、ポリ（テトラメチレンエーテル）グリコール、ポリ（ヘキサメチレンエーテル）グリコ
ール等が挙げられる。特に好ましいものは、ポリ（テトラメチレンエーテル）グリコール
である。本発明において、ポリアルキレンエーテルグリコールとしては、数平均分子量が
４００～６，０００のものが通常使用されるが、６００～４，０００のものが好ましく、
特に１，０００～３，０００のものが好適である。
　なお、ここでいう「数平均分子量」とは、ゲル浸透クロマトグラフィー（ＧＰＣ）で測
定されたものである。ＧＰＣのキャリブレーションには、英国ＰＯＬＹＭＥＲＬＡＢＯＲ
ＡＴＯＲＩＥＳ社のＰＯＬＹＴＥＴＲＡＨＹＤＲＯＦＵＲＡＮキャリブレーションキット
を使用すればよい。
【００４９】
　上記飽和ポリエステル系熱可塑性エラストマーは、ｉ）炭素原子数２～１２の脂肪族及
び／又は脂環式ジオールと、ｉｉ）芳香族ジカルボン酸及び／又は脂環式ジカルボン酸又
はそれらのアルキルエステル、及びｉｉｉ）数平均分子量が４００～６，０００のポリア
ルキレンエーテルグリコールとを原料とし、エステル化反応又はエステル交換反応により
得られたオリゴマーを重縮合させて得ることができる。
【００５０】
　炭素原子数２～１２の脂肪族及び／又は脂環式ジオールとしては、ポリエステルの原料
、特にポリエステル系熱可塑性エラストマーの原料として通常用いられるものが使用でき
る。例えば、エチレングリコール、プロピレングリコール、トリメチレングリコール、１
，４－ブタンジオール、１，４－シクロヘキサンジオール、１，４－シクロヘキサンジメ
タノール等が挙げられ、中でも１，４－ブタンジオール、エチレングリコールが好ましく
、特に１，４－ブタンジオールが好ましい。これらのジオールは、一種又は二種以上の混
合物を使用することができる。
【００５１】
　芳香族ジカルボン酸及び／又は脂環式ジカルボン酸としては、ポリエステルの原料、特
にポリエステル系熱可塑性エラストマーの原料として一般的に用いられているものが使用
でき、例えばテレフタル酸、イソフタル酸、フタル酸、２，６－ナフタレンジカルボン酸
、シクロヘキサンジカルボン酸等が挙げられる。これらの中では、テレフタル酸、２，６
－ナフタレンジカルボン酸が好ましく、特にテレフタル酸が好適である。また、これらの
ジカルボン酸は２種以上を併用してもよい。芳香族ジカルボン酸及び／又は脂環式ジカル
ボン酸のアルキルエステルを用いる場合は、上記のジカルボン酸のジメチルエステルやジ
エチルエステル等が用いられる。好ましいものは、ジメチルテレフタレート及び２，６－
ジメチルナフタレートである。
【００５２】
　また、上記の成分以外に３官能性のトリオールやトリカルボン酸又はそれらのエステル
を少量共重合させてもよく、さらにアジピン酸等の脂肪族ジカルボン酸又はそのジアルキ
ルエステルも共重合成分として使用できる。ポリアルキレンエーテルグリコールの種類や
好適な分子量範囲としては、上記の項で説明したものと同様なものが使用できる。このよ
うなポリエステル系熱可塑性エラストマーの市販品としては、三菱化学株式会社製「プリ
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マロイ」、東洋紡績株式会社製「ペルプレン」、東レ・デュポン株式会社製「ハイトレル
」等が挙げられる。
【００５３】
　１．３．２．成分（Ｂ）：不飽和カルボン酸又はその誘導体
  不飽和カルボン酸又はその誘導体としては、例えば、アクリル酸、マレイン酸、フマル
酸、テトラヒドロフタル酸、イタコン酸、シトラコン酸、クロトン酸、イソクロトン酸等
の不飽和カルボン酸；コハク酸２－オクテン－１－イル無水物、コハク酸２－ドデセン－
１－イル無水物、コハク酸２－オクタデセン－１－イル無水物、マレイン酸無水物、２,
３－ジメチルマレイン酸無水物、ブロモマレイン酸無水物、ジクロロマレイン酸無水物、
シトラコン酸無水物、イタコン酸無水物、１－ブテン－３,４－ジカルボン酸無水物、１
－シクロペンテン－１,２－ジカルボン酸無水物、１,２,３,６－テトラヒドロフタル酸無
水物、３,４,５,６－テトラヒドロフタル酸無水物、ｅｘｏ－３，６－エポキシ－１，２
，３，６－テトラヒドロフタル酸無水物、５－ノルボルネン－２，３－ジカルボン酸無水
物、メチル－５－ノルボルネン－２，３－ジカルボン酸無水物、ｅｎｄｏ－ビシクロ［２
．２．２］オクト－５－エン－２，３－ジカルボン酸無水物、ビシクロ［２．２．２］オ
クト－７－エン－２，３，５，６－テトラカルボン酸無水物等の不飽和カルボン酸無水物
；（メタ）アクリル酸メチル、（メタ）アクリル酸エチル、（メタ）アクリル酸プロピル
、（メタ）アクリル酸ブチル、（メタ）アクリル酸ヘキシル、（メタ）アクリル酸オクチ
ル、（メタ）アクリル酸２－エチルへキシル、（メタ）アクリル酸ラウリル、（メタ）ア
クリル酸ステアリル、グリシジルメタクリレート、マレイン酸ジメチル、マレイン酸（２
－エチルへキシル）、２－ヒドロキシエチルメタクリレート等の不飽和カルボン酸エステ
ル等があげられる。この中では、不飽和カルボン酸無水物が好適である。これらの不飽和
結合を有する化合物は、変性すべきポリアルキレンエーテルグリコールセグメントを含有
する共重合体や、変性条件に応じて適宜選択すればよく、また二種以上を併用してもよい
。この不飽和結合を有する化合物は有機溶剤等に溶解して加えることもできる。
【００５４】
　１．３．３．成分（Ｃ）：ラジカル発生剤
  変性処理に際し、ラジカル反応を行うために用いられるラジカル発生剤としては、例え
ばｔ－ブチルヒドロパーオキサイド、クメンヒドロパーオキサイド、２，５－ジメチルへ
キサン－２，５－ジヒドロパーオキサイド、２，５－ジメチル－２，５－ビス（ターシャ
リーブチルオキシ）ヘキサン、３，５，５－トリメチルへキサノイルパーオキサイド、ｔ
－ブチルパーオキシベンゾエート、ベンゾイルパーオキサイド、ジクミルパーオキサイド
、１，３－ビス（ｔ－ブチルパーオキシイソプロピル）ベンゼン、ジブチルパーオキサイ
ド、メチルエチルケトンパーオキサイド、過酸化カリウム、過酸化水素等の有機及び無機
過酸化物、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル、２，２’－アゾビス（イソブチルア
ミド）ジハライド、２，２’－アゾビス［２－メチル－Ｎ－（２－ヒドロキシエチル）プ
ロピオンアミド］、アゾジ－ｔ－ブタン等のアゾ化合物、及びジクミル等の炭素ラジカル
発生剤等が例示できる。これらのラジカル発生剤は、変性処理に用いるポリアルキレンエ
ーテルグリコールセグメントを含有する飽和ポリエステル系熱可塑性エラストマーの種類
や、不飽和カルボン酸又はその誘導体の種類や、変性条件に応じて適宜選択すればよく、
また二種以上を併用してもよい。このラジカル発生剤は有機溶剤等に溶解して加えること
もできる。また、接着性をさらに向上させるために、成分（Ｃ）だけでなく、変性助剤と
して、不飽和結合を有する化合物（成分（Ｄ））を併用することもできる。
【００５５】
　１．３．４．成分（Ｄ）：不飽和結合を有する化合物
  不飽和結合を有する化合物とは、前記成分（Ｂ）以外の炭素－炭素多重結合を有する化
合物のことをいい、具体的には、スチレン、メチルスチレン、エチルスチレン、イソプロ
ピルスチレン、フェニルスチレン、ｏ－メチルスチレン、２，４－ジメチルスチレン、ｏ
－クロロスチレン、ｏ－クロロメチルスチレン等のビニル芳香族単量体等が挙げられる。
これらの配合により、変性効率の向上が期待できる。
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【００５６】
　１．３．５．任意成分
  本発明の接着性重合体組成物層には、上記の成分（Ａ）～（Ｄ）以外にも、本発明の目
的・効果を損なわない範囲で、目的に応じて任意の成分を配合することができる。具体的
には、樹脂成分、ゴム成分、タルク、炭酸カルシウム、マイカ、ガラス繊維等のフィラー
、パラフィンオイル等の可塑剤、酸化防止剤、熱安定剤、光安定剤、紫外線吸収剤、中和
剤、滑剤、防曇剤、アンチブロッキング剤、スリップ剤、架橋剤、架橋助剤、着色剤、難
燃剤、分散剤、帯電防止剤、防菌剤、蛍光増白剤等の各種添加物を添加することができる
。中でも、フェノール系、ホスファイト系、チオエーテル系、芳香族アミン系等の各種酸
化防止剤の少なくとも一種を添加することが好ましい。
【００５７】
　１．３．６．配合割合
  接着性重合体組成物を構成する各成分の配合割合は、成分（Ａ）飽和ポリエステル系熱
可塑性エラストマー１００重量部に対して、成分（Ｂ）不飽和カルボン酸又はその誘導体
が０．０１～３０重量部、好ましくは、０．０５～５重量部、より好ましくは、０．１～
２重量部、特に好ましくは、０．１～１重量部の配合比となるものであり、成分（Ｃ）ラ
ジカル発生剤が０．００１～３重量部、好ましくは、０．００５～０．５重量部、より好
ましくは、０．０１～０．２重量部、特に好ましくは、０．０１～０．１重量部の配合比
となるものである。このような配合割合とすることによって、変性が不十分となる虞がな
く、良好な接着性を発現し、また生成する熱可塑性エラストマー溶融粘度が低下して、成
型性が悪化する等の虞もない。
【００５８】
　１．３．７．配合方法
  上記成分（Ａ）、成分（Ｂ）及び成分（Ｃ）、並びに、必要に応じて添加される成分（
Ｄ）等の配合成分を用いて、熱可塑性エラストマー組成物を得るための配合方法は、溶融
法、溶液法、懸濁分散法等があり、特に限定されない。実用的には溶融混練法が好ましい
。溶融混練のための具体的な方法としては、粉状又は粒状の成分（Ａ）、成分（Ｂ）及び
成分（Ｃ）、並びに、必要であれば、成分（Ｄ）、前記付加的配合材料（任意成分）とし
て挙げた、その他の配合剤を、所定の配合割合にて、ヘンシェルミキサー、リボンブレン
ダー、Ｖ型ブレンダー等を用いて均一に混合した後、バンバリーミキサー、ニーダー、ロ
ール、一軸又は二軸等の多軸混練押出機等の通常の混練機を用いて混練する方法が例示で
きる。各成分の溶融混練の温度は、１００℃～３００℃の範囲、好ましくは１２０℃～２
８０℃の範囲、特に好ましくは１５０℃～２５０℃の範囲である。さらに、各成分の混練
順序及び方法は、特に限定されるものではなく、成分（Ａ）、成分（Ｂ）及び成分（Ｃ）
と、成分（Ｄ）等の付加的配合材料とを一括して混練する方法、成分（Ａ）～成分（Ｄ）
の内の一部を混練した後、付加的な配合材料を含めた残りの成分を混練する方法でもよい
。ただし、成分（Ｃ）を配合する場合は、これを成分（Ｂ）及び成分（Ｄ）と、同時に添
加することが接着性向上の点から好ましい。
【００５９】
　本実施形態のスクリーンボード用積層フィルム１００Ａ、１００Ｂにおいては、変性ポ
リエステル系エラストマーからなる接着性重合体組成物層３０により、エンボス付与可能
層２０と、エチレン‐ビニルアルコール共重合体樹脂からなる層４０とが接着されている
。
【００６０】
　変性ポリエステル系エラストマーからなる接着性重合体組成物の具体例としては、三菱
化学社製の「プリマロイ－ＡＰ」、「プリマロイ－ＩＦ２０３」等を挙げることができる
。
【００６１】
　１．４．エンボス戻り防止層
　本発明におけるスクリーンボード用積層フィルム１００Ａ、１００Ｂには、必要に応じ
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てエンボス戻り防止層２５を、エンボス付与可能層２０と変性ポリエステル系エラストマ
ーからなる接着性重合体組成物層３０との間に配して、スクリーンボード用積層フィルム
１０１Ａ、１０１Ｂとすることができる。エンボス戻り防止層２５を、エンボス付与可能
層２１と変性ポリエステル系エラストマーからなる接着性重合体組成物層３１との間に配
することにより、スクリーンボード用積層フィルム１００Ａ、１００Ｂのエンボス戻り防
止性をより高めた、スクリーンボード用積層フィルム１０１Ａ、１０１Ｂを得ることがで
きる。
【００６２】
　エンボス戻り防止層２５を構成する樹脂としては、ポリカーボネート樹脂を主成分とす
る樹脂が好ましい。
【００６３】
　１．５．エチレン－ビニルアルコール共重合体樹脂からなる層
　エチレン－ビニルアルコール共重合体樹脂からなる層４０（４１）とは、エチレン－ビ
ニルアルコール共重合体を主成分として含む層をいう。ここで、エチレン－ビニルアルコ
ール共重合体とは、エチレンと酢酸ビニルを共重合して得られた樹脂を加水分解したもの
である。本発明に用いられるエチレン－ビニルアルコール共重合体としては、エチレン含
有率が２０～６５モル％であることが好ましく、２５～６０モル％であることがさらに好
ましい。また、ビニルエステル成分のけん化度は、９０モル％以上であることが好ましく
、９５モル％以上であることがさらに好ましい。
【００６４】
　エチレン－ビニルアルコール共重合体のＪＩＳ　Ｋ７２１０に準じて測定したメルトフ
ローレート（ＭＦＲ）は、８～１５であることが好ましく、１０～１４であることがさら
に好ましい。
【００６５】
　エチレン-ビニルアルコール共重合体樹脂からなる層４０（４１）を、変性ポリエステ
ル系エラストマーからなる接着性重合体組成物層３０（３１）と、接着性フッ素樹脂から
なる層５０（５１）の間に配置することで、各層間の接着が可能となる。
【００６６】
　１．６．接着性フッ素樹脂からなる層
　接着性フッ素樹脂からなる層５０（５１）とは、接着性フッ素樹脂を主成分として含む
層をいう。本発明における接着性フッ素樹脂とは、融点が１５０℃～２５０℃であって、
変性ポリオレフィン樹脂の一種であるレクスパール　ＲＡ３１５０（日本ポリエチレン社
製）とフッ素樹脂とを、４×１０５～５×１０５Ｐａの試料圧で、２４０℃で、１０分間
プレスして、積層シートを作製し、幅２．５ｃｍ、長さ２５ｃｍに切断して採取したサン
プルを、ＪＩＳ　Ｚ０２３７に準じた方法にて、剥離速度５ｍｍ／分、温度２３℃で、１
８０度剥離強度の測定を行った時の１８０度剥離強度が４Ｎ／ｃｍ以上であるフッ素樹脂
のことをいう。
【００６７】
　また、本発明における接着性フッ素樹脂のＩＲスペクトルは、１７８０ｃｍ－１～１８
８０ｃｍ－１の間に吸収ピークを有している。好ましくは、接着性フッ素樹脂のＩＲスペ
クトルは、１７９０ｃｍ－１～１８００ｃｍ－１の間及び１８４５ｃｍ－１～１８５５ｃ
ｍ－１の間に、無水マレイン酸基等の無水物に起因する吸収ピークを有し、あるいは、１
８００ｃｍ－１～１８１５ｃｍ－１の間に末端カーボネート基に起因する吸収ピークを有
し、あるいは、１７９０ｃｍ－１～１８００ｃｍ－１の間、１８４５ｃｍ－１～１８５５
ｃｍ－１の間及び１８００ｃｍ－１～１８１５ｃｍ－１の間に、無水マレイン酸基等の無
水物及び末端カーボネート基の混合物に起因する吸収ピークを有している。
【００６８】
　この中でも、接着性フッ素樹脂のＩＲスペクトルは、１７９０ｃｍ－１～１８００ｃｍ
－１の間及び１８４５ｃｍ－１～１８５５ｃｍ－１の間に、無水マレイン酸基等の無水物
に起因する吸収ピークを有し、あるいは、１８００ｃｍ－１～１８１５ｃｍ－１の間に末
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端カーボネート基に起因する吸収ピークを有しているものが好ましい。
【００６９】
　また、主鎖のＣＨ２基に起因する２８８１ｃｍ－１付近における吸収ピークの高さに対
する、無水マレイン酸基等の無水物に起因する１７９０ｃｍ－１～１８００ｃｍ－１の間
の吸収ピークの高さの比は、０．５～１．５、好ましくは０．７～１．２、さらに好まし
くは０．８～１．０である。
【００７０】
　また、主鎖のＣＨ２基に起因する２８８１ｃｍ－１付近における吸収ピークの高さに対
する、末端カーボネート基に起因する１８００ｃｍ－１～１８１５ｃｍ－１の間の吸収ピ
ークの高さの比は、１．０～２．０、好ましくは１．２～１．８、さらに好ましくは１．
５～１．７である。
【００７１】
　このような接着強度を有するフッ素樹脂として、例えば、テトラフルオロエチレン単位
を有するホモポリマーやコポリマーであって、末端あるいは側鎖に、カーボネート基、カ
ルボン酸ハライド基、ヒドロキシル基、カルボキシル基、エポキシ基等の官能基を有する
樹脂が挙げられる。上記融点と接着強度を発現するのであれば、複数の樹脂を混合しても
よい。市販品で上記のような接着強度を有するフッ素樹脂としては、例えば、ネオフロン
ＥＦＥＰ（ダイキン工業社製）、フルオンＬＭ－ＥＴＦＥ　ＡＨ２０００（旭硝子社製）
が挙げられる。
【００７２】
　エチレン-ビニルアルコール共重合体樹脂からなる層３０（３１）の上側にフッ素樹脂
からなる層４０（４１）を配置することにより、密着力が良好で表面にフッ素樹脂の特徴
である消字性を付与することができる。
【００７３】
　１．７．フッ素樹脂からなる層
　フッ素樹脂からなる層６０（６１）とは、フッ素樹脂を主成分として含む層をいう。フ
ッ素樹脂としては、特に限定されず、各種のものを用いることができる。代表的なものと
して、エチレン－テトラフルオロエチレン共重合体（ＥＴＦＥ）、ポリフッ化ビニリデン
－ポリビニリデンフルオロエチレン共重合体（ＰＶｄＦ）、フッ化エチレンプロピレン－
テトラフルオロエチレン－ヘキサフルオロプロピレン共重合体（ＦＥＰ）、テトラフルオ
ロエチレン－ヘキサフルオロプロピレン－ビニリデンフロライド共重合体（ＴＨＶ）等、
これらの共重合体、混合体を用いることができる。中でも、エチレン－テトラフルオロエ
チレン共重合体（ＥＴＦＥ）が、防汚性、機械的特性、加工性等の点から好ましい。エチ
レン－テトラフルオロエチレン共重合体（ＥＴＦＥ）は、市販品として容易に入手でき、
例えば、アフロンＣＯＰ（旭硝子社製）、Ｔｅｆｚｅｌ（デュポン社製）、ネオフロンＥ
ＴＦＥ（ダイキン工業社製）等を入手することができる。
【００７４】
　フッ素樹脂からなる層６０（６１）を最外層に配することにより、密着力が良好で表面
にフッ素樹脂の特徴である消字性を付与することができる。　　　
【００７５】
　上記した、変性ポリエステル系エラストマーからなる接着性重合体組成物層３０（３１
）、エチレン-ビニルアルコール共重合体樹脂からなる層４０（４１）、及び接着性フッ
素樹脂からなる層５０（５１）の合計厚みは、１０μｍ以下であることが好ましく、さら
には、５μｍ以下であることがより好ましい。合計厚みを調整することで、エンボス付与
可能層２０（２１）に付与されたエンボスが積層フィルム１００（１０１）の表面に明確
に現れるようになる。また、材料コストを低くすることができる。なお、接着性フッ素樹
脂からなる層５０（５１）の上に、フッ素樹脂からなる層６０（６１）を積層する場合も
同様の理由から、１０μｍ以下が好ましい。また、変性ポリエステル系エラストマーから
なる接着性重合体組成物層３０（３１）、エチレン-ビニルアルコール共重合体樹脂から
なる層４０（４１）、接着性フッ素樹脂からなる層５０（５１）、及びフッ素樹脂からな
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る層６０（６１）の合計厚みが、１０μｍ以下であることが好ましい。
【００７６】
　２．積層フィルムの製造方法
　基材樹脂層１０（１１）、エンボス付与可能層２０（２１）、エンボス戻り防止層２５
、変性ポリエステル系エラストマーからなる接着性重合体組成物層３０（３１）、エチレ
ン-ビニルアルコール共重合体樹脂からなる層４０（４１）、及び接着性フッ素樹脂から
なる層５０（５１）は、共押出することにより、積層フィルム１００Ａ（１０１Ａ）とさ
れる。この共押出成形においては、それぞれの樹脂層に対応する五種類又は六種類の樹脂
材料を五台又は六台の押出機を使用して、一体に組み合わせてなる押出ダイに導いて、ダ
イ内部又はダイ開口部にて接触させて単一押出製品である積層フィルム１００Ａ（１０１
Ａ）とする。なお、フッ素樹脂からなる層６０（６１）を積層する場合は、六種類又は七
種類の樹脂材料を六台又は七台の押出機を使用して、同様に共押出成形して、積層フィル
ム１００Ｂ（１０１Ｂ）とする。
【００７７】
　３．エンボス柄の付与
　本発明のスクリーンボード用積層フィルム１００（１０１）には、エンボス柄が付与さ
れる。以下、スクリーンボード用積層フィルム１００に例をとって説明する。エンボス柄
を付与する方法としては、例えば、図３に示したエンボス付与機３００によって付与する
方法がある。エンボス付与機３００において、積層フィルム１００Ａは、接着性フッ素樹
脂からなる層５０がエンボスロール５と接するようにして、加熱ロール１、テイクオフロ
ール２を経て、赤外ヒーター３により所定の処理をされ、さらに、ニップロール４、エン
ボスロール５、冷却ロール６へと送られる。また、フッ素樹脂からなる層６０を積層して
積層フィルム１００Ｂとする場合は、フッ素樹脂からなる層６０がエンボスロール５と接
するようにして、上記と同様の処理がなされる。
【００７８】
　エンボス柄を付与した、本発明のスクリーンボード用積層フィルム１００の表面の粗さ
は、Ｒａ（中心線平均粗さ）が０．７μｍ以上５μｍ以下であることが好ましく、Ｒｍａ
ｘ（最大高さ）が４μｍ以上４０μｍ以下であることが好ましく、Ｒｚ（十点平均粗さ）
が３μｍ以上３０μｍ以下であることが好ましく、Ｒｐ（平均深さ）が１．５μｍ以上２
０μｍ以下であることが好ましく、Ｐｃ（山数）が７以上５０以下／８ｍｍであることが
好ましく、光沢度が５０以下であることが好ましい。ここに、Ｒａ（中心線平均粗さ）、
Ｒｍａｘ（最大高さ）、Ｒｚ（十点平均粗さ）、Ｒｐ（平均深さ）、及びＰｃ（山数）は
、ＪＩＳ　Ｂ０６０１（製品の幾何特性仕様（ＧＰＳ）－表面性状：輪郭曲線方式－用語
，定義及び表面性状パラメータ）に順じて測定するものとし、例えば小坂研究所社製　Ｓ
Ｅ－３ＦＫ試験機を使用して、２μｍＲダイヤモンド針を使用して測定することができる
。また、光沢度は、ＪＩＳ　Ｚ８７４１－１９９７（鏡面光沢度－測定方法）に順じて測
定するものとし、例えば、スガ試験機社製のＵＧＶ－５ＤＰ試験機を使用して測定するこ
とができる。なお、光沢度測定における光源の入射角は６０°に設定するものとする。
【００７９】
　４．積層フィルム被覆金属板
　図４に、本発明のスクリーンボード用積層フィルム被覆金属板２００の層構成を模式的
に示した。図４（ａ）に示すように、本発明のスクリーンボード用積層フィルム被覆金属
板２００は、スクリーンボード用積層フィルム１００Ｂにおける、基材樹脂層１０側を金
属板９０に貼り付けることによって作製することができる。また、図４（ｂ）に示すよう
に、本発明のスクリーンボード用積層フィルム被覆金属板２０１は、スクリーンボード用
積層フィルム１０１Ｂにおける、基材樹脂層１１側を金属板９０に貼り付けることによっ
て作製することができる。貼り付ける方法としては、例えば、熱融着あるいはドライラミ
ネートを挙げることができる。ドライラミネートに使用する接着剤としては、特に限定さ
れず、各種のものを用いることができる。代表的なものとして、ポリエステル系、エポキ
シ系、アクリル系、ウレタン系等の接着剤を挙げることができる。具体例としては、ポリ
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エステル系熱硬化型接着剤として、タケラックＡ３１０　１００質量部に、タケネートＡ
３　５質量部（共に、三井武田ケミカル社製）をブレンドしたものを挙げることができる
。また、ドライラミネートする場合は、ドライラミネートする面には、表面処理や下塗り
処理を施すことができる。
【００８０】
　５．スクリーンボード
　本発明のスクリーンボードは、例えば、上記のスクリーンボード用積層フィルム被覆金
属板を６００ｍｍ×９００ｍｍの長方形に切断し、周辺部分にプラスチック製の枠を取付
けることにより作製することができる。スクリーンボードには壁に掛けるためのフックや
、キャスター等の移動手段を取り付けることができる。
【実施例】
【００８１】
　（実施例１）
　以下の樹脂を使用し、口金温度２６０℃で、５層マルチマニホールドダイにより共押出
成形を行い、以下に示す各層を有する積層フィルムを得た。なお、第１層～第３層の合計
厚みは、５μｍである。
第１層：接着性フッ素樹脂　ネオフロンＥＦＥＰ　ＲＰ４０２０（ダイキン工業社製）
第２層：エチレン-ビニルアルコール共重合体樹脂　ＥＶＯＨ（クラレ社製エバールＦ１
０１）
第３層：変性ポリエステル系エラストマーからなる接着性重合体組成物層（プリマロイ－
ＩＦ２０３　三菱化学社製）
第４層：エンボス付与可能層（ＰＣノバレックス７０２７ＰＵ　三菱エンジニアリングプ
ラスチクッス社製；５０μｍ）
第５層：基材樹脂層（ノバデュラン５０２０Ｓ　三菱エンジニアリングプラスチック社製
；１００μｍ）
【００８２】
　そして、図３に示したエンボス付与装置３００を用いて、フィルム加熱温度１８０℃、
ロール線圧１．８ＭＰａの一対のロール間にて１０ｍ／分の速度で、製造した積層フィル
ムに対してエンボス加工Ａを行った。ここで、「エンボス加工Ａ」とは、Ｒａが２．３μ
ｍ、Ｒｍａｘが１３．２μｍ、Ｒｚが１１．０μｍ、Ｒｐが５．８μｍ、Ｐｃが１８、グ
ロスが３０％以下である、エンボス加工である。
【００８３】
　次に、亜鉛めっき鋼板（厚み０．４５ｍｍ）に、乾燥後の接着剤膜厚が２～４μｍ程度
になるように、ポリエステル系接着剤（ＳＣ６１１（ソニーケミカル社製））を塗布し、
この鋼板の塗布面をその表面温度が２３５℃になるように、熱風乾燥炉及び赤外線ヒータ
ーにより乾燥・加熱した。その後、ロールラミネーターを用いて、鋼板における接着剤の
塗布面を本発明の積層フィルムにおける基材樹脂層側で被覆し、自然空冷冷却することで
、本発明の積層フィルムによって被覆されたスクリーンボード用積層フィルム被覆金属板
を得た。
【００８４】
　（実施例２）
　実施例１において、第１層～第３層の合計厚みを８μｍとした以外は、実施例１と同様
にして、スクリーンボード用積層フィルム及びスクリーンボード用積層フィルム被覆金属
板を得た。
【００８５】
　（実施例３）
　実施例１において、第３層（変性ポリエステル系エラストマーからなる接着性重合体組
成物層）と第４層（エンボス付与可能層）との間に、ポリカーボネート樹脂からなる層を
設けた以外は、実施例１と同様にして、スクリーンボード用積層フィルム及びスクリーン
ボード用積層フィルム被覆金属板を得た。
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【００８６】
　（実施例４）
　実施例２において、第３層（変性ポリエステル系エラストマーからなる接着性重合体組
成物層）と第４層（エンボス付与可能層）との間に、ポリカーボネート樹脂からなる層を
設けた以外は、実施例１と同様にして、スクリーンボード用積層フィルム及びスクリーン
ボード用積層フィルム被覆金属板を得た。
【００８７】
　（実施例５）
　実施例１において、第１層～第３層の合計厚みを１２μｍとして、エンボス加工Ｂを施
した以外は、実施例１と同様にして、スクリーンボード用積層フィルム及びスクリーンボ
ード用積層フィルム被覆金属板を得た。ここで、「エンボス加工Ｂ」とは、Ｒａが０．２
、Ｒｍａｘが３．５、Ｒｚが１．７、Ｒｐが０．８、Ｐｃが１１、グロスが５０％以上で
ある、エンボス加工である。
【００８８】
　（実施例６）
　実施例１において、エンボス加工Ｂを施した以外は、実施例１と同様にして、スクリー
ンボード用積層フィルム及びスクリーンボード用積層フィルム被覆金属板を得た。
【００８９】
　（比較例１）
　マット処理されたエチレン－テトラフルオロエチレンからなるフィルム（フルオンＥＴ
ＦＥ　Ｃ－８８ＡＸＰ　旭硝子社製、２５μｍ）を、ポリエチレンテレフタレートからな
る白色フィルム（５０μｍ）にラミネートして、積層フィルムを得た。ラミネートには、
接着剤として　ポリエステル系熱硬化型接着剤として、タケラックＡ３１０；１００質量
部に、タケネートＡ３；５質量部（共に、三井武田ケミカル社製）をブレンドしたものを
使用した。その後、実施例１と同様にして、亜鉛メッキ鋼板に貼り付けて積層フィルム被
覆金属板を得た。
【００９０】
　（比較例２）
　口金温度２６０℃で、２層マルチマニホールドダイにより共押出成形を行い、実施例１
において使用したエンボス付与可能層及び基材樹脂層からなる２層の積層フィルムを得た
。そして、エンボス加工Ａを施した。その後、実施例１と同様にして、亜鉛メッキ鋼板に
貼り付けて積層フィルム被覆金属板を得た。
【００９１】
　（評価方法）
　上記で得た積層フィルム及び積層フィルム被覆金属板に対して、以下の基準により評価
を行った。
【００９２】
　（エンボス加工性）
　エンボスを付与したシートを、目視で観察し、きれいにエンボス柄が転写しているもの
を「○」、これに比べてやや転写が浅い場合を「△」、エンボス加工がなく評価対象外の
ものを「－」で示した。
【００９３】
　亜鉛メッキ鋼板への積層直後のシート表面を目視で観察し、エンボス戻りがないものを
「○」、若干エンボス戻りが認められるものを「△」、エンボス加工がなく評価対象外の
ものを「－」として記録した。
【００９４】
　（消字性）
　油性フェルトペンで表面に文字を書き、６０秒後に表面をタオルでふき取った際のイン
クの残り具合から、以下の基準により判断した。
○：きれいにふき取ることができる。
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【００９５】
　（防眩性）
　表面に４０Ｗのハロゲンランプを斜め４５度から３０ｃｍ離して入射させた場合におい
て、積層フィルム被覆金属板の表面を目視で観察して以下の基準により評価した。
○：光の反射がなく、表面を視認できる。
△：若干光の反射があるが、表面を視認できる。
×：光が反射して、表面を視認できない。
【００９６】
　（鉛筆硬度）
　積層フィルム被覆金属板について、ＪＩＳ　Ｋ５６００－５－４：１９９９（塗料一般
試験方法－第５部：塗膜の機械的性質－第４節：引っかき硬度（鉛筆法））に従い、東洋
精機　Ｎｏ．４３１　試験機を使用し、荷重９．８０７Ｎ（１０００ｇｆ）にて実施した
。２３℃の恒温室内で、８０ｍｍ×６０ｍｍに切り出した積層フィルム被覆金属板の樹脂
シート面に対し４５°の角度を保ちつつ９．８Ｎの荷重を掛けた状態で線引きをできる治
具を使用して線引きを行った。該部分の積層フィルムの面状態を目視で以下の基準により
判定した。
○：２Ｂの鉛筆で全く傷が付かなかった。
△：２Ｂでは傷が入るが、３Ｂの鉛筆では全く傷が付かなかった。
×：３Ｂの鉛筆でも傷が付いた。
【００９７】
　（経済性）
　積層フィルム及び積層フィルム被覆金属板を作製する時のコストを評価した。
○：比較的コストが低い。
×：比較的コストが高い。
【００９８】
　（評価結果）
　上記評価から得られた結果を表１に示す。
【００９９】
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【表１】

【０１００】
　本発明のスクリーンボード用積層フィルム及びスクリーンボード用積層フィルム被覆金
属板（特に実施例１～５）は、いずれの評価項目においても良好な結果を示した。その中
でも特に、エンボス加工Ａを施した実施例１～４のスクリーンボード用積層フィルム被覆
金属板は、エンボス加工性、消字性、防眩性に優れ、なかんずく、第３層（変性ポリエス
テル系エラストマーからなる接着性重合体組成物層）と第４層（エンボス付与可能層）と
の間に、ポリカーボネート樹脂からなる層を設けた実施例３及び実施例４は、エンボス戻
り性にも優れていることが認められた。実施例５においては、第１層～第３層の合計厚み
が厚すぎるため、エンボス加工性がやや劣っていた。また、実施例５及び６においては、
エンボス加工が本発明の好ましい範囲から外れたものであり、防眩性の点でやや劣ること
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が認められた。また、実施例６においてはエンボス加工が浅く、表層が薄くＰＣ層の影響
が大きいため、鉛筆硬度がやや劣る結果となった。
【０１０１】
　また、比較例１においては、マット化されたフッ素樹脂層を用いていることから、消字
性が劣っており、また、フッ素樹脂層の層厚が厚いこと、及び、積層フィルムを作製する
のにラミネート作業が必要なことから経済性が劣っていた。比較例２においては、表層に
フッ素樹脂からなる層を有していないので、消字性が劣っていた。
【０１０２】
　以上説明したように、本発明のスクリーンボード用積層フィルム及びスクリーンボード
用積層フィルム被覆金属板は、消字性、防眩性、筆記性の全てを満足するものである。こ
の発明のスクリーンボード用積層フィルム及びスクリーンボード用積層フィルム被覆金属
板は、エンボス版の押し付けによるエンボス転写面を有するので、凸部間のピッチ（つま
り、凹部の広さ）や凸部の高さ（つまり、凹部の深度）が一定したものとなる。また、こ
の発明のスクリーンボード用積層フィルム及びスクリーンボード用積層フィルム被覆金属
板の表面に形成される凹凸はエンボス版の押し付けによるので、従来法に比べて比較的低
い温度で凹凸が形成できるとともに、フッ素フィルムに貼りあわされた白色基材による冷
却効果が期待できるため、従来法に比べてフィルム成形時とフィルム成形後との間の温度
差が少なく、フッ素フィルムの表面の凹凸が潰れたり、細かくなったりしにくい。したが
って、この発明のスクリーンボード用積層フィルム及びスクリーンボード用積層フィルム
被覆金属板は、インキの目詰りが発生しにくいので、消字性が優れている。また、この発
明のスクリーンボード用積層フィルム及びスクリーンボード用積層フィルム被覆金属板は
、凹凸形成にエンボス版を使用するので、凸部間のピッチを大きくしたり、凸部の高さを
低くしたりするまでもなく、インキの目詰りが発生しにくい。したがって、この発明のス
クリーンボード用積層フィルム及びスクリーンボード用積層フィルム被覆金属板は、フッ
素フィルムの表面の光沢が生じ難いので、防眩性が優れ、会議等での使用に耐えるものと
なる。この結果、この発明のスクリーンボード用積層フィルム及びスクリーンボード用積
層フィルム被覆金属板は、ビデオプロジェクター（ＶＰ）やオーバーヘッドプロジェクタ
ー（ＯＨＰ）等の投影機器用の反射型スクリーン用としても使用することができる。
【０１０３】
　以上、現時点において、もっとも、実践的であり、かつ、好ましいと思われる実施形態
に関連して本発明を説明したが、本発明は、本願明細書中に開示された実施形態に限定さ
れるものではなく、請求の範囲及び明細書全体から読み取れる発明の要旨あるいは思想に
反しない範囲で適宜変更可能であり、そのような変更を伴うスクリーンボード用積層フィ
ルム及びスクリーンボード用積層フィルム被覆金属板もまた本発明の技術的範囲に包含さ
れるものとして理解されなければならない。
【図面の簡単な説明】
【０１０４】
【図１】本発明のスクリーンボード用積層フィルムの層構成を示した模式図である。
【図２】本発明のスクリーンボード用積層フィルムの他の層構成を示した模式図である。
【図３】エンボス付与機の概要を示す説明図である。
【図４】本発明のスクリーンボード用積層フィルム被覆金属板の層構成を模式的に示した
図である。
【符号の説明】
【０１０５】
　１００Ａ、１００Ｂ、１０１Ａ、１０１Ｂ　スクリーンボード用積層フィルム
　２００、２０１　スクリーンボード用積層フィルム被覆金属板
　１０　基材樹脂層
　２０　エンボス付与可能層
　２５　エンボス戻り防止層
　３０　変性ポリエステル系エラストマーからなる接着性重合体組成物層
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　４０　エチレン-ビニルアルコール共重合体樹脂からなる層
　５０　接着性フッ素樹脂からなる層
　６０　フッ素樹脂からなる層
　９０　金属板

【図１】

【図２】

【図３】
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